平成２１年度

第1回　穴水町地域公共交通協議会　議事概要

日　時　平成２１年７月２日　午前１０時～
場　所　穴水町　１階第２会議室

	所属
	氏名
	出欠

	委　員　会　メ　ン　バ　ー
	穴水町　副町長【会長】
	大霜　祥栄
	○

	
	金沢大学　教授【副会長】
	高山　純一
	○

	
	石川県奥能登土木事務所　維持管理課長
	舩本　悦司
	○

	
	（社）石川県バス協会
	西宮　義人
	○

	
	のと鉄道㈱　代表取締役社長
	鷲嶽　勝彦
	○

	
	石川県タクシー協会　監事
	近藤　　豊
	×

	
	穴水町区長町内会長協議会　会長
	吉田　幸治
	○

	
	穴水警察署　交通課　課長
	曽山　愛一郎
	○

	
	北陸信越運輸局　石川運輸支局　主席運輸企画専門官
	斉藤　芳久
	○

	
	石川県企画振興部　新幹線・交通対策監室　主任企画員
	寺山　高行
	○

	
	穴水町商工会　副会長
	吉村　多作
	○

	事務局
	企画情報課　課長　　　
	新田　信明
	○

	
	　　〃　　　課長補佐　
	黒崎　　誠
	○

	
	　　〃　　　主幹
	佐藤　　栄
	○

	会議次第

１　開会

２　あいさつ

３　議案

　　（１）報告第１号　平成２０年度　事業報告について

　　（２）報告第２号　平成２０年度　収支決算について

　　（３）監査報告について

　　（４）議案第１号　平成２１年度　事業計画(案)について

　　（５）議案第２号　平成２１年度　収支予算(案)について

４　その他

５　閉会


主な発言内容
　■大霜会長挨拶
大霜会長：　今年度最初の会議です、本日四村線に乗って状況を自分なりにつかんでまいりました。

　　　　　　本日は、高山先生より、ご挨拶をお願いいたします。
高山教授：　昨年来から、支援制度がスタートされる中、石川県では珠洲・能登町・穴水　　　　　　　　　町が行っておりますが、今年から実証運行の認定受けて金沢市・内浦町・加賀市が進めている。
　　　　　　全国では、成功例が無いが、国は成功を一つでもと願って支援している。

　　　　　　過去に青森の町では、与えられたスタイルに合わせて生活している。

　　　　　　行政として、公共交通のサービスの提供とバランスを考えなければならないし、ある一定以上のサービスの提供を提供しなければならない。
　　　　　　１０年後の人口構成を見据えることは難しいが、３年間の公共交通の支援を頂いている以上、持続的に取り組んでいかなければと考えていますので、本日はご意見をお願いいたします。

大霜会長：　新しく委員なられた方の紹介をお願いいたします。

黒崎　　：　吉田区長他、紹介

大霜会長：　報告第１号及び報告第２号について事務局説明願います。（省略）
　　　　　　吉村委員より監査報告願います。（省略）

大霜会長：　議案１号及び議案２号について事務局説明願います。（省略）
大霜会長：　異議がなければ承認することといたします。
大霜会長：　議案第１号及び議案第２号について事務局説明願います。（省略）

大霜会長：　説明があった様に、実証運行を行いたいが、ご意見を聞かせて欲しい。

高山教授：　現行システムを変えるのであるが、周知、徹底をどのようにするのか、地元の説明会を行う必要があると思う。

事務局　：　資料３に示してあるように、地元区長説明後、地区説明、広報による周知を行う。その後、実証運行を行う予定である。

大霜会長：　病院へ朝行くのであれば、病院から確実に出発するようにした方が良いと思う。老人は、電話しなければバスには乗れないことになるのか。
事務局　：　朝乗られた方は、必ずといっていい程、帰りも乗るため、降りる時に予約をしていただければよいと考えている。
　　　　　　また、福祉バスは、電話予約制となっているので老人の方は抵抗が少ないと考える。

鷲嶽委員：　一人でも運行するのか。

事務局　：　一人でも運行するが、予約者がいなければ運休となる。

高山教授：　デマンド方式をすると越の原へ行くと行かないのでは、時刻が異なることにならのいのか。また、フリー乗車区間となっているのか。

吉村委員：　１１分程かかるのでは。

大霜会長：　初めての試みとしてデマンド方式で実証運行して、上手くいけば他の地区にもためしたい。四村区間については、昨年に認可されてどこでも乗車できるようになっている。
　　　　　

交通課長：　現行では、誰も乗らないからか、乗客が少ないから、このような考えなのか、
大霜会長：　穴水だけでのことでなく、高い空気を運んでいる状況であるが、これらを行うことにより経費を削減し、他の交通政策に充てたいと考える。

より良いシステムで、一人でも乗っていただければと考える。フリー区間になっていない東部地区は、申請すれば警察署長は許可をすると聞いている。

高山教授：　交通量がどれだけあるのか考えれば、交通量が少ないので、実際はクロスすることは無いと考える。

交通課長：　高齢化率が門前で６０％、穴水町４０数％であるが、免許の返納をされた方に優待券を発行したならばどうか。
大霜会長：　話は聞いているが、もう少し考えさせていただきたい。デマンド方式は、高齢者の利用しやすいような形でしたい。先ほど交通課長からご意見があった関連で、富山県ではプレミアパスポートの２万円を渡しているときいている。

吉村委員：　高齢者の免許証の返納をどのように考えているのか

交通課長：　七尾では、企業が協賛しているが穴水では難しいのでは、と思う。
吉田委員：　現在の計画は問題が無いが、老人は、病院へ行くことが仕事となっているので、町に出るには、足が痛いので病院へ行く無料して欲しい。

　　　　　　病院から、穴水駅を中心とした商店街を巡るものを行い、穴水駅集約してから路線バスに乗り換えれば経済効果も現れるのではと考えるが、町として考えているのか
大霜会長：　商店街から要望があり、コミュテイバスを１００円で運行できないか考えている。

吉村委員：　病院から、駅にたいしてたくさん発着しているので、バスの路線を集約し整理しなければならない。珠洲から来るものを、比良ぐらい出で集約し、病院行く便、駅に行く便に仕分けが出来れば良い。

大霜会長：　今の運行経費を削減し、今より少しでも良いい町内のコミュテイバスを出来ればと考えている。

寺山委員：　時刻の設定について、午前中のバス時刻の要望が無かったのか、
　　　　　　気になるのは、外回りの便を増やせないのか、また三交バスが会議の加わらなくてもよいのか、この場で言いたい事があるのではと思う。

　　　　　　また、デマンド運行で穴水駅発とのと鉄道の穴水駅着が同時間なので利用できないのではないのか。

事務局　：　スクールバスの要素があり、学校の登下校に合わせてあり、現在より便利となっている。時刻の方は、もう一度整理し、利用できるようにしたい。
　　　　　　三交バスは、公共交通会の委員として入っていただいている。
高山教授：　大きなバス会社に加わっていただいた方が色々な調整ができ良いのではと思うが、デマンドタクシー運行などの場合は、入れない方が多い。

　　　　　　デマンドを何故行うのか、必要性があるのか、またデマンド運行は、確実に止まってくれるのか

　　　　　　午前中に、１０：００～１１：００間にデマンドテストをしてはどうか、また期間を代えて、限定でおこなってはどうか

　　　　　　帰りは、小学生でも予約が必要なのか、
　　　　　　学校が、休みの時はデマンドした方が良いのでは、金沢大学では、バスは大幅に運休するし、自分が乗ってわかりやすいシステムにしなければならない。

大霜会長：　住民にとって解りやすい設定を行っているので、デマンド方式の運行を利用し、体験していただくよう行っていく。
　　　　　　福祉バス対応をもう一度線を組み替えて計画を作って、協議をさせていただき、計画のデマンド運行についって皆様体験して頂、再度示して運行を行う。

　　　　　これまでより、プラスアルファの実験でないといけないと思うし、土日は、事情があればデマンド運行でも良いのではないか

　　　　　　皆様のいただいたご意見を基にもう一度計画を作り、委員の皆様に書面にて了解を得てから運行することにするのでよろしくお願いします。

。

　　

